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1. はじめに

本論文では，“ぷらっとＰｌａｔ＠自由が丘”実証実験

[1]において開発した２つの CGM (Consumer Generated
Media)サービスである「盛り上がりマップ」および「ライ

フログ連携ブログ」について述べる．

“ぷらっとＰｌａｔ＠自由が丘”実証実験は，経済産業

省所管 情報大航海プロジェクトにおける「地域活性化を

支えるｅ空間サービス−ぷらっとＰｌａｔ−」委託事業とし

て実施された．“ぷらっとＰｌａｔ＠自由が丘”では，来

街ユーザの実世界およびネット上の両面における行動をタ

ウンログとして記録した．盛り上がりマップは，そうして

集積されたタウンログを使って各店舗の「賑わい」を可視

化し，地図上に表示するものである．実証実験において，

盛り上がりマップは自由が丘駅近くのデジタルサイネージ

上およびブログサーバ上で一般に公開された．

ブログはネット上における口コミ媒体として既に重要な

位置を占めている．“ぷらっとＰｌａｔ＠自由が丘”では，

心的コンテキスト[2]および説得性に基づく情報推薦[3]を
応用して，口コミ情報の有効な交換を支援し次の来街行動

に結びつけることを目標としたブログサービスを開発し提

供した．ブログサービスは一般には公開せず登録ユーザの

みを対象に提供された．

2. 背景と目的

実世界とネットの連携

本 CGM サービスの目的は，自由が丘への来街行動およ

び回遊行動を促すことである．そのためには，CGM サー

バに十分な情報が集まることと，集められた情報を来街行

動および回遊行動に結びつけることが重要である．本

CGM サービスのサーバの設計においては，実世界として

の自由が丘とネット上における自由が丘の情報の連携に焦

点が当てられた．すなわち，自由が丘で実際に起こった出

来事や状態を収集・蓄積し，なおかつ，ネット上での自由

が丘に関する情報のやり取りも収集・蓄積し，両者をタウ

ンログとして統合的に管理した．また，そうして蓄積され

たタウンログを来街時のサービスおよびネット上のサービ

スの両方に利用可能とすることが必要とされた．

実世界における回遊支援

“ぷらっとＰｌａｔ＠自由が丘”では実世界における来

街者回遊支援として，自由が丘駅に近い地点でデジタルサ

イネージを使って盛り上がりマップを提供した．盛り上が

りマップは実証実験に参加した各店舗における「賑わい」

を様々な角度から 5 段階に評価し，地図上に表示するもの

である．

ネットにおける来街者支援

ネット上で普及している CGM としてブログが挙げられ

る．ブログは消費者の意思決定に影響を与える媒体であり，

一般的かつ身近なサービスである．しかしながら従来のブ

ログサービスではブログ記事を記述しようとする主体的な

意思，ブログ記事を記述するために必要な記憶の想起，ブ

ログ記事を記述する時のオーサリング環境へのアクセス，

の 3 つの条件が同時に満たされることが要求される．“ぷ

らっとＰｌａｔ＠自由が丘”では，街における出来事や状

態を記録したタウンログから各来街者ごとの行動履歴であ

るライフログを取り出し，ブログ記事の雛形の自動投稿お

よびライフログによる記憶の想起への支援を試みた．ブロ

グ記事の雛形の自動投稿を提供することで，来街者の主体

的な意思とオーサリング環境へのアクセスが必ずしも両立

しなくてもブログ記事を残すことを可能にした．また，ラ

イフログによる記憶の想起を支援することで，オーサリン

グ環境へのアクセスがある時に記憶の想起が両立すること
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を図った．

また，情報大爆発時代[8]においては，CGM から有効な

情報を取得する技術は切実な問題となる．トピックやタグ

による検索だけでは，CGM から大量の情報がマッチし，

ユーザがその中から自分にとって有益な情報を取り出すこ

とは困難となる．“ぷらっとＰｌａｔ＠自由が丘”では，

この問題に対処する技術として，説得性に基く情報推薦と

心的コンテキストの推定をおこなった．ユーザに提供され

たサービスとしては，ユーザの実世界での行動情報および

ネット上での行動情報を用いて，説得性に基く情報推薦を

おこなった．また，ブログサービス上においても盛り上が

りマップが提供された．

3. 想定する来街者の行動

“ぷらっとＰｌａｔ＠自由が丘”で実施された実証実験

では参加者に以下のような行動を取ることを想定してサー

ビスの設計をおこなった．

a) 自由が丘に出かける．まず駅前のデジタルサイネ

ージにいく．

b) 行こうと思っている店舗を盛り上がりマップ上で

確認し，必要に応じて店舗情報を印刷する．

c) 盛り上がりマップ上の他の店舗もチェックし，必

要に応じて店舗情報を印刷する．

d) 店にいく．店には IC カードリーダが設置されて

いる．持参した IC カードでタッチする．すると

来店したことがタウンログに記録される．システ

ムがブログ記事を自動生成する．(図 3 の矢印 1)
e) 他の店にいって IC カードでタッチする．(4)と同

様，行動が記録され，ブログ記事が自動生成され

る．(図 3 の矢印 2)
f) 自由が丘から帰る前に，もう一度デジタルサイネ

ージにいく．(図 3 の矢印 3)
g) 自宅に帰って，ブログをチェックする．自動生成

されている自分のブログ記事を編集する．(図 3 の

矢印 4)
h) 他人のブログ記事を閲覧して次の来街で行く店を

決める参考にする．(図 3 の矢印 5)
i) a）にもどる(図 3 の矢印 6)

各来街者のこれらの行動はタウンログに記録される．こ

れらの行動のうち，d)-e)および g)-h)の行動は盛り上がりマ

ップに反映される．また，a)-f)の行動は来街者本人に対し

てライフログとして表示される．そして d)-e)，g)-h)の行動

が，説得性に基くブログ記事の推薦に反映される．

4. 盛り上がりマップ

盛り上がりマップは，各店舗における「賑わい」を様々

な角度から 5 段階に評価し，地図上に表示するサービスで

ある．“ぷらっとＰｌａｔ＠自由が丘”では，自由が丘駅

前に設置されたデジタルサイネージ上およびブログサイト

上にて提供された．[4]
盛り上がりマップはタウンログから以下の情報を取り出

して作成される．

• 店舗盛り上り検出モジュールが 10 分毎に計測し

た各店舗の盛り上がり度

• 動作検出モジュールおよび立寄り検出モジュール
図 3: 実世界とネット上での来街者の行動

デジタルサイネージ

・盛り上がりマップ閲覧
・店舗情報閲覧
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・店舗情報閲覧
・口コミ情報閲覧
・ブログ編集

実世界での回遊 ネットでの回遊

4 6

店舗店舗店舗
店舗

CGMCGMCGM
CGM

1 3

52

286

FIT2009（第8回情報科学技術フォーラム）

（第4分冊）



からのフルモニターの立寄り情報

• タッチ検出モジュールからのタッチ情報

• ブログ記事およびコメント欄の投稿履歴

• ブログ記事の閲覧履歴

• 天候情報

盛り上がりマップでは，上記情報から各店舗の賑わいを，

時刻，時間帯，天候，年齢層，行動類似度といった多角的

な側面から切り出してデジタルサイネージおよびブログサ

イトに提供する．デジタルサイネージ上の盛り上がりマッ

プは，一般の来街者にも有益な情報提供となるよう，主に

実世界の自由が丘の賑わいを可視化し，街頭で多くの人に

提示することを念頭に作成された．一方，ブログサイトの

盛り上がりマップはブログサイト上での賑わいを提示する

ことを主眼とした．

4.1 デジタルサイネージ上の盛り上がりマップ

自由が丘駅の近くにデジタルサイネージを設置し，盛り

上がりマップサービスを提供した．自由が丘駅の近くに設

置したことから，自由が丘に実際に来訪した人達に自由が

丘のどの店舗にいくか意思決定をする支援が目的である．

そのため，来訪した人がそれぞれ自分の場合に適合した条

件による「賑わい」情報を得ることができるよう，時間帯

や年齢層，天候ごとに「賑わい」を算出し，盛り上りマッ

プ上に表示した．

各マップ上では，店舗を選択してその店舗の詳細情報を

閲覧することができる．そして，その店舗の情報やクーポ

ンを印刷して持ち帰ることができる．

最近の動向

最近の動向として，店舗盛り上がり検出モジュールから

の各店舗の 10 分毎の盛り上がり度，ブログサイトへの記

事およびコメント欄への投稿履歴を店舗ごとに集計した．

なお，3 日間の忘却係数を設定することで，直近 3 日間で

の「賑わい」を算出した．

最近の街の動向

最近の街の動向として，店舗盛り上がり検出モジュール

からの各店舗の 10 分毎の盛り上がり度から，3 日間の忘却

係数で集計し，直近 3 日間での実世界における「賑わい」

を算出した．

平日昼の動向, 平日夜の動向, 休日昼の動向, 休日夜の動向

時間帯別の動向として，平日および休日のそれぞれ昼と

夜ごとに盛り上り度を集計し，時間帯別の実世界における

「賑わい」を算出した．

晴れ/曇りの日の動向, 雨/雪の日の動向

天候別の動向として，晴れまたは曇りの日と，雨または

雪の日のそれぞれについて盛り上がり度を集計し，天候別

の実世界における「賑わい」を算出した．

CGM の動向

CGM の動向として，ブログサイトへの記事およびコメ

ント欄への投稿履歴を店舗ごとに集計し，ブログサイトに

おける「賑わい」を算出した．

20 代の動向, 30 代の動向, 40 歳以上の動向

年齢層別の動向として，ブログサイトへの記事およびコ

メント欄への投稿履歴を年齢層ごとに分類し店舗ごとに集

計し，年齢層別の「賑わい」を算出した．

達人の動向

自由が丘の街に詳しい 10 名が「自由が丘の達人」とし

て，無線 LAN 機能および加速度センサを持つ携帯電話端

末を携帯して自由が丘の街中を回遊した．回遊中は無線

LAN および加速度センサからの情報により店舗への立寄り

の検出および店舗への関心度の推定がおこなわれ，タウン

ログとして蓄積された．[1][5][6]「達人の動向」では，関

心度により重みをつけられた立寄り情報を店舗ごとに集計

し，達人による「賑わい」として算出した．

行動が似ている人の動向

ブログ登録済みの被験者のタッチ情報をもとに，ブログ

登録済みの被験者を k-means 法により 20 のクラスタに分類

し，それぞれのクラスタに属する被験者のタッチ情報を店

舗ごとに集計し，行動が似ている人による「賑わい」とし

て算出した．デジタルサイネージでは，サイネージを利用

している被験者が属するクラスタによる動向を表示した．
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4.2 ブログサイト上の盛り上がりマップ

ブログサイト上においては，ブログから口コミ情報を収

集する人や次回の来街時に立ち寄る店を決める判断材料を

探している人を利用者として想定し，主にブログサイト上

での「賑わい」を 3 種類のマップ上において可視化した．

CGM の動向

デジタルサイネージ上の盛り上がりマップと同様，CGM
の動向として，ブログサイトへの記事およびコメント欄へ

の投稿履歴を店舗ごとに集計し，ブログサイトにおける

「賑わい」を算出した．

20 代の動向, 30 代の動向, 40 歳以上の動向

デジタルサイネージ上の盛り上がりマップと同様，年齢

層別の動向として，CGM への記事およびコメント欄への

投稿履歴を年齢層ごとに分類し店舗ごとに集計し，年齢層

別の「賑わい」を算出した．

行動が似ている人の動向

デジタルサイネージ上の盛り上がりマップと同様，ブロ

グ登録済みの被験者を k-means 法により 20 のクラスタに分

類した．ブログサイト上の盛り上がりマップでは，クラス

タごとにブログ記事へのアクセス履歴を分類し，ブログ記

事が記述対象としている店舗ごとにアクセス履歴を集計し，

行動が似ている人による「賑わい」として算出した．

5. ライフログ連携ブログサービス

本ブログサービスでは 3 種類のユーザを設定した．店舗

ユーザ，来街者ユーザ，そして管理者ユーザである．店舗

ユーザおよび来街者ユーザは，各自のブログを持ち，記事

を投稿することができる．

ユーザがサイトにアクセスすると，盛り上がりマップが

表示され，ログイン可能な状態となる．ユーザはログイン

する前から盛り上がりマップ，店舗一覧，および最近話題

の店から各店舗のブログにアクセスすることができる．例

えば盛り上がりマップ上の店舗アイコンは店舗ブログへの

リンクが設定されている．店舗ブログからは「ユーザーか

らの口コミ」や「最近のユーザーの記事」を通してその店

舗に関する来街者の記事を開くことができる．

来街者ユーザがログインすると，当該ユーザのブログが開

かれる．来街者ユーザのブログおよびブログ記事はログイ

ンしたユーザのみが閲覧することができる．

本ブログサービスは，来街者ユーザに情報を提供するだ

けでなく，来街者ユーザに関する情報を収集するためにも

利用された．ブログサーバ上での来街者ユーザのアクセス

履歴はタウンログに記録され，「盛り上がりマップ」およ

び「説得性推定」において嗜好や各店舗への興味などを推

定するために用いられた．

店舗ブログと来街者ブログでは体裁は似ているものの，

ブログサービス全体における位置付けが異なっている．来

街者ブログにおいて，来街者ユーザは自由が丘の店舗にお

いて感じたことや体験したことを記事として公開する一方，

店舗ブログは店名や所在地，営業時間などの店舗の基本情

報に加えて，キャンペーン情報やクーポンを公開するとと

もに，その店舗を訪問した来街者ブログ記事へのポータル

としての役割も持っている．

以下に店舗ブログおよび来街者ブログについて説明する．

5.1 店舗ブログ

店舗ブログには 3 つの目的がある．1 つ目の機能は所在

地や営業時間などの店舗の基本情報を提供することである．

来街者ユーザが自由が丘に来街する予定を立てる時にどの

店に立ち寄るかを決定するのに必要な情報として提供され

る．店舗の基本情報は店舗ブログのトップに表示される．

2 つ目の機能は来街者ユーザによる口コミ情報へのポー

タルとしての機能である．本ブログサービスでは，口コミ

情報として来街者のブログ記事を推薦する仕組みとして，

説得性に基づく情報推薦をおこなった．説得性および説得

性に基づく情報推薦についての詳細は[3]を参考にされたい．

3 つ目の機能は，店舗ごとのイベント情報やクーポンを

提供することである．“ぷらっとＰｌａｔ＠自由が丘”は

地域振興のためのシステムであり，店舗のタイムリーな情

報提供は重要な機能である．イベント情報やクーポンは店

舗ブログのブログ記事として提供された．

図 7: 店舗ブログのスクリーンショット

図 6: ブログサービス内でのナビゲーションの概略

来街者ブログ記事

来街者ブログ
店舗一覧

店舗ブログ記事
お知らせ
クーポン

店舗からの情報提供来街者間の口コミ情報

盛り上がりマップ

店舗ブログ
最近話題の店

店舗に関する
新着記事

ナビゲーション
メニュー

説得性による
推薦

来街者に関する
新着記事
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5.2 来街者ブログ

来街者ブログは本ブログサービスにおいて消費者による

情報発信の中核となっている．来街者ブログは閲覧者によ

って表示が異なる．ブログのフロントページにはブログ記

事およびナビゲーション情報が掲載されるが，当該ブログ

の所有者が閲覧する場合には加えてライフログおよび心的

コンテキスト推定[2]インターフェイスが表示される．(図 8
参照)
来街者ユーザがブログを記述する方法として 2 つの機能

が提供された．1 つは，来街時にセンサポスト設置店舗に

おいて IC カードリーダにタッチ動作をすることによって，

自動的に記事の雛形が生成され公開される機能である．来

街者ユーザは自動生成された記事を編集することによって，

来街時の当該店舗での出来事などをブログ記事として記述

した．また，来街者本人のブログには時系列に沿ってライ

フログが表示されており，来街時の出来事に関する記憶の

想起を支援した．2 つ目の機能として，来街時にセンサポ

ストを発見できなかった場合などのために，ブログ上で新

規記事を作成する機能も提供された．この場合には，ユー

ザが対象店舗を選択することで，対象店舗とブログ記事の

対応関係を指定した．

ブログの所有者以外のユーザが閲覧する場合には，説得

性推定の結果が表示される[3]とともに，ブログ記事への評

価を入力するインターフェイスが提供された．(図 9 参照)

6. 運用結果

デジタルサイネージにおける盛り上がりマップは，平成

21 年 1 月 17 日から 2 月 8 日まで提供された．ブログサービ

スは平成 21 年 1 月 17 日から 2 月 13 日まで提供され，278
名の来街者ユーザに利用され，1,102 本の記事が編集され

た．

デジタルサイネージ上での盛り上りマップの種別ごとの

アクセス集計結果を表 1 に，ブログサービス上の盛り上り

マップの種別ごとのアクセス集計結果を表 2 に示す．また，

来街者ブログ記事および店舗ブログへのナビゲーションご

とのアクセス集計をそれぞれ表 3 および表 4 に示す．ただ

し，表 2-4のデータは 2009 年 2 月 5 日から 2 月 13 日までの

表 4: 店舗ブログへのナビゲーションの集計結果

リンク元 リンク種別 アクセス回数

店舗一覧 店舗へのリンク 346

盛り上がりマップ 店舗へのリンク 259

店舗記事 店舗へのリンク 5

来街者記事 店舗へのリンク 298

- 最近話題の店 459

表 3: 来街者ブログ記事へのナビゲーションの集計結果

リンク元 リンク種別 アクセス回数

来街者ブログ 記事一覧 713

来街者記事 新着記事 474

店舗ブログ 新着記事 361

店舗ブログ 説得性推薦 199

表 2: ブログサーバ上の盛り上がりマップのアクセス回数

マップ種別 アクセス回数

216 216
年齢別の動向20-29 38

10430-39 35

  40- 31
行動が似た人の動向 71 71

CGMの動向

表 1: デジタルサイネージにおける盛り上がりマップの
アクセス回数

マップ種別 アクセス回数

最近の動向 146 146
最近の街の動向 86 86
時間帯別の動向平日昼 65

253
平日夜 61

週末昼 72

週末夜 55
天候別の動向 68

128
60

97 97
年齢別の動向 20-29 157

47730-39 170

  40- 150
達人の動向 161 161

晴れ/曇り

雨/雪
CGMの動向
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計 9 日間の集計結果である．
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